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編
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◇ 

　
十
月
下
旬
か
ら
の
二
ヶ
月
あ
ま
り
は
慌
た
だ
し
い
。

論
文
査
讀
の
依
頼
、
査
讀
報
告
書
を
執
筆
者
に
も
ど
し

修
正
を
依
頼
、
英
文
タ
イ
ト
ル
の
校
閲
依
頼
、
出
版
社

へ
の
連
絡
や
入
稿
な
ど
、
日
程
を
に
ら
み
な
が
ら
原
稿

を
右
か
ら
左
へ
、
左
か
ら
右
へ
と
送
り
、
編
集
作
業
を

進
め
て
い
く
。
原
稿
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、

何
を
愚
癡
っ
て
い
る
の
か
と
言
わ
れ
る
と
返
す
言
葉
が

な
い
が
、
氣
が
つ
く
と
一
時
間
、
ま
た
一
時
間
、
あ
っ

と
い
う
ま
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。

◇ 

　
編
集
作
業
の
中
で
あ
り
が
た
い
と
思
う
こ
と
は
多
い
。

論
文
一
本
に
つ
き
二
名
以
上
の
方
に
査
讀
を
依
頼
し
て

い
る
が
、
斷
ら
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
な
い
。
快
く
引
き
受

け
て
い
た
だ
け
た
時
も
安
堵
す
る
が
、
論
文
を
丁
寧
に

讀
み
込
ん
だ
査
讀
報
告
書
を
頂
戴
し
た
時
は
本
當
に
あ

り
が
た
い
と
思
う
。
本
誌
が
一
定
の
レ
ベ
ル
を
保
っ
て

い
る
と
し
た
ら
、
こ
う
し
た
査
讀
委
員
の
ご
盡
力
の
賜

物
で
あ
る
。

◇ 

　
査
讀
を
制
度
化
し
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。「『
中
國
文

學
研
究
』
掲
載
論
文
に
關
す
る
運
用
細
則
」
に
は
査
讀

に
つ
い
て
定
め
が
あ
り
、
細
則
の
實
施
は
二
〇
〇
七
年

七
月
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
少
し
前
か
ら
査
讀
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
な
氣
も
す
る
が
、
記
憶
が

は
っ
き
り
し
な
い
。
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
、
査
讀
導

入
か
ら
十
五
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、
査
讀
雜
誌
と
し
て
の
本
誌
刊
行
に
ご
盡
力
い

た
だ
い
た
、
す
べ
て
の
方
々
に
お
禮
申
し
上
げ
る
。

◇ 
　
多
く
の
人
た
ち
の
ご
協
力
を
得
て
、
第
四
十
八
期
を

お
屆
け
す
る
。
節
目
の
第
五
十
期
刊
行
が
目
前
に
迫
っ

て
い
る
。
準
備
に
着
手
す
る
の
が
遲
れ
た
が
、
編
集
委

員
會
で
特
別
記
念
號
の
刊
行
に
向
け
て
話
し
合
っ
て
い

る
。
本
誌
の
半
世
紀
の
歩
み
に
思
い
を
致
す
昨
今
で
あ

る
。 

（
杳
）

中國文學硏究　第四十八期 2022年12月25日　發行

□編集發行者　早稻田大學中國文學會 〒162-8644　東京都新宿區戶山 1-24-1
早稻田大學文學部中國語中國文學硏究室內　　　□印刷所　正文社
wasedaunichubun@gmail.com
ISSN  0385-0919  振替東京  00140-5-22836

前
　
號
　
目
　
次

白
居
易
の
詠
死
詩  

 

埋
田
　
重
夫  

 （
１
）

『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』
の
編
集
に
つ
い
て  

 

伴
　
　
俊
典  

 （
22
）

『
劇
語
審
譯
』、『
俗
語
解
』
お
よ
び
『
唐
土
奇
談
』  

 

岡
崎
　
由
美  

 （
38
）

　
―
― 

唐
話
辭
書
中
の
中
國
戲
曲
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
デ
オ
評
價
に
よ
る
動
作
動
詞
の
日
中
對
照
研
究  

 

中
司
　
　
梢  

 〔
57
〕

　
―
― 〝

〞
と
「
持
つ
」、「
取
る
」 

―
―

無
錫
方
言
に
お
け
る
二
音
節
語
の
連
読
変
調
に
つ
い
て 

　
　
　  

 

平
田
眞
一
朗  

 〔
36
〕

　
―
― 

共
時
論
的
及
び
通
時
論
的
研
究 

―
―

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
バ
ー
ク
レ
ー
校  

 

千
葉
　
謙
悟  

 〔
22
〕

　 

フ
ラ
イ
ヤ
ー
文
庫
藏Syllabary for the transfer of foreign nam

es into 
Chinese

に
つ
い
て 

『
滿
文
水
滸
傳
』
に
見
え
る
漢
語
語
彙  

 

鋤
田
　
智
彦  

 〔
１
〕

執
筆
者
紹
介

岡
　
崎
　
由
　
美
　（
早
稻
田
大
學
文
學
學
術
院
教
授
）

伴
　
　
　
俊
　
典
　（
早
稻
田
大
學
文
學
學
術
院
講
師
（
任
期
付
））

井
　
上
　
一
　
之
　（
群
馬
縣
立
女
子
大
學
文
學
部
教
授
）

榊
　
原
　
慎
　
二
　（
東
北
大
學
大
學
院
修
士
課
程
在
學
）

劉
　
　
　
　
　
茜
　（
早
稻
田
大
學
博
士
後
期
課
程
在
學
）

郭
　
　
　
済
　
飛
　（
早
稻
田
大
學
博
士
後
期
課
程
在
學
）

段
　
　
　
書
　
暁
　（
早
稻
田
大
學
文
學
學
術
院
非
常
勤
講
師
）

千
　
葉
　
謙
　
悟
　（
中
央
大
學
經
濟
學
部
教
授
）

鋤
　
田
　
智
　
彦
　（
岩
手
大
學
人
文
社
會
科
學
部
准
教
授
）

編
集
後
記
　
　
　

◇ 

　
十
月
下
旬
か
ら
の
二
ヶ
月
あ
ま
り
は
慌
た
だ
し
い
。

論
文
査
讀
の
依
頼
、
査
讀
報
告
書
を
執
筆
者
に
も
ど
し

修
正
を
依
頼
、
英
文
タ
イ
ト
ル
の
校
閲
依
頼
、
出
版
社

へ
の
連
絡
や
入
稿
な
ど
、
日
程
を
に
ら
み
な
が
ら
原
稿

を
右
か
ら
左
へ
、
左
か
ら
右
へ
と
送
り
、
編
集
作
業
を

進
め
て
い
く
。
原
稿
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、

何
を
愚
癡
っ
て
い
る
の
か
と
言
わ
れ
る
と
返
す
言
葉
が

な
い
が
、
氣
が
つ
く
と
一
時
間
、
ま
た
一
時
間
、
あ
っ

と
い
う
ま
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。

◇ 

　
編
集
作
業
の
中
で
あ
り
が
た
い
と
思
う
こ
と
は
多
い
。

論
文
一
本
に
つ
き
二
名
以
上
の
方
に
査
讀
を
依
頼
し
て

い
る
が
、
斷
ら
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
な
い
。
快
く
引
き
受

け
て
い
た
だ
け
た
時
も
安
堵
す
る
が
、
論
文
を
丁
寧
に

讀
み
込
ん
だ
査
讀
報
告
書
を
頂
戴
し
た
時
は
本
當
に
あ

り
が
た
い
と
思
う
。
本
誌
が
一
定
の
レ
ベ
ル
を
保
っ
て

い
る
と
し
た
ら
、
こ
う
し
た
査
讀
委
員
の
ご
盡
力
の
賜

物
で
あ
る
。

◇ 

　
査
讀
を
制
度
化
し
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。「『
中
國
文

學
研
究
』
掲
載
論
文
に
關
す
る
運
用
細
則
」
に
は
査
讀

に
つ
い
て
定
め
が
あ
り
、
細
則
の
實
施
は
二
〇
〇
七
年

七
月
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
少
し
前
か
ら
査
讀
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
な
氣
も
す
る
が
、
記
憶
が

は
っ
き
り
し
な
い
。
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
、
査
讀
導

入
か
ら
十
五
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、
査
讀
雜
誌
と
し
て
の
本
誌
刊
行
に
ご
盡
力
い

た
だ
い
た
、
す
べ
て
の
方
々
に
お
禮
申
し
上
げ
る
。

◇ 

　
多
く
の
人
た
ち
の
ご
協
力
を
得
て
、
第
四
十
八
期
を

お
屆
け
す
る
。
節
目
の
第
五
十
期
刊
行
が
目
前
に
迫
っ

て
い
る
。
準
備
に
着
手
す
る
の
が
遲
れ
た
が
、
編
集
委

員
會
で
特
別
記
念
號
の
刊
行
に
向
け
て
話
し
合
っ
て
い

る
。
本
誌
の
半
世
紀
の
歩
み
に
思
い
を
致
す
昨
今
で
あ

る
。 

（
杳
）

中國文學硏究　第四十八期 2022年12月25日　發行

□編集發行者　早稻田大學中國文學會 〒162-8644　東京都新宿區戶山 1-24-1
早稻田大學文學部中國語中國文學硏究室內　　　□印刷所　正文社
wasedaunichubun@gmail.com
ISSN  0385-0919  振替東京  00140-5-22836

前
　
號
　
目
　
次

白
居
易
の
詠
死
詩  

 

埋
田
　
重
夫  

 （
１
）

『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』
の
編
集
に
つ
い
て  

 

伴
　
　
俊
典  

 （
22
）

『
劇
語
審
譯
』、『
俗
語
解
』
お
よ
び
『
唐
土
奇
談
』  

 

岡
崎
　
由
美  

 （
38
）

　
―
― 

唐
話
辭
書
中
の
中
國
戲
曲
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
デ
オ
評
價
に
よ
る
動
作
動
詞
の
日
中
對
照
研
究  

 

中
司
　
　
梢  

 〔
57
〕

　
―
― 〝

〞
と
「
持
つ
」、「
取
る
」 

―
―

無
錫
方
言
に
お
け
る
二
音
節
語
の
連
読
変
調
に
つ
い
て 

　
　
　  

 

平
田
眞
一
朗  

 〔
36
〕

　
―
― 

共
時
論
的
及
び
通
時
論
的
研
究 

―
―

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
バ
ー
ク
レ
ー
校  

 

千
葉
　
謙
悟  

 〔
22
〕

　 

フ
ラ
イ
ヤ
ー
文
庫
藏Syllabary for the transfer of foreign nam

es into 
Chinese

に
つ
い
て 

『
滿
文
水
滸
傳
』
に
見
え
る
漢
語
語
彙  

 

鋤
田
　
智
彦  

 〔
１
〕


